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 要  旨 
骨格筋を構成する筋線維の活動電位は、神経筋接合部（以下 end-plate）での化学的な作用によ
り発生し、筋線維に沿って伝播する。この活動電位は、主にその伝播速度が神経筋疾患の診断な
どの臨床医学分野で用いられている。この導出にあたり、従来は針電極を用い皮下侵襲状態で 1
つの運動単位（Motor Unit）から発生する筋電位を用いていた。しかし、針電極は被験者の負担
が大きい等の理由により、表面筋電図からの導出方法が検討されている。 
そこで我々は、表面筋電図から得られる伝播波形に着目し、伝播過程や波形形状を解析するこ
とで、運動単位の動員メカニズム等を考察出来る可能性があると考え、波形の伝播を特定する手
法（波形伝播判定手法）を考案し、その条件や伝播速度算出方法について検討を行ってきた。先
行研究では、複数チャンネルに渡る伝播を見ることが出来る手法(m-ch 手法)が提案され、これに
より伝播波形を定量的に判定し、波形ごとにその特徴を調べることが出来るようになった。しか
し、伝播判定される前後の変化については検討されておらず、また伝播している区間は判定出来
るようになったが、波形の発生点である end-plate については表面筋電図を観察し、波形の形状
からその位置を推定する必要があった。 
そこで、伝播判定外、特に伝播判定以前の波形の変化を調べることで end-plate 付近の変化の
特徴を明らかにすることが出来れば、筋肉のメカニズムの解明につながると考えた。本研究では
end-plate 位置の推定に向けて、伝播判定以前における波形の特徴を考察することを目的とし、表
面筋電図の解析を行った。 
その結果、伝播判定以前の波形変化の傾向として、相関係数や波長比に比べ振幅比の変化が大
きいことが分かった。従来の伝播波形についての研究では相関係数を主に調べる要素とされてい
たが、このような伝播判定以前の変化から、伝播波形について調べる際には相関係数に加え振幅
比の変化も重要な要素となると言える。 
また、伝播判定以前に振幅が急激に大きくなる傾向や伝播速度が一時的に大きくなる傾向が見
られた。これは end-plate 付近で見られる波形の発生により生じる傾向と考えられる。そのため、
このような傾向が見られる部分を探し更に詳しい特徴について検討、もしくはこのような特徴を
定量的に判断するための条件等を考案することで伝播波形から個別に end-plate 位置を推測出来
るようになるのではないかと考えられる。 
 
